
＜子宮頸がんを予防しましょう～HPV検査について～＞ 

 

子宮頸がんはＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）というウイルスの感染が原因です。 

しかし、感染しても発がんするまでに長い時間がかかります（初期の細胞の異形成からがん

に進行するまでに、５～１０年かかると言われています）。そのため定期的に検診を受ける

ことが、異常の早期発見につながり、結果的に子宮頸がん予防につながります。 

 検査については、一度に採取した子宮頸部の細胞で、「細胞診」と「ＨＰＶ検査」を同時に

行うことができます。 これら２つの検査を併用することによって、ほぼ１００％の異常を

発見することができると言われています。 

 

「細胞診」：子宮頸部の細胞を特殊なブラシで採取して、顕微鏡で調べます。   

がん細胞になる前の異形成といわれる段階の細胞も発見できます。 

 

「ＨＰＶ検査」：上記の細胞を用いて子宮頸がんの原因ウイルスの有無を検査します。 

子宮頸がんの原因ＨＰＶウイルスは、ハイリスクＨＰＶのなかでも最も 

がんに移行しやすく、かつ進展速度が速いといわれている１６、１８型 

を中心に検出します（日本人に多いタイプです）。 

※当オプションでは 16・18型を含むハイリスク HPVを検出します。 

結果は 16・18型が個別報告。その他ハイリスク型は一括報告となります。（型別判定なし） 

 ※30歳未満の方は一過性のHPV感染が多いため、HPV併用検査は30代以上の方に推奨します。

細胞診・ＨＰＶ

細胞診： 異常所見なし

ＨＰＶ：（－）

細胞診： 異常所見なし

ＨＰＶ：（+）

細胞診： 所見あり

ＨＰＶ：（－） または （+）

検査後、少なくとも3年間は子宮頸がん

発症の可能性は極めて低いと言われて

おりますが、今回が初回検査の場合は

１年後の再検査をお勧めします。

がんの前段階である可能性が高いか

または、がん化している可能性もあります。

ＨＰＶ感染が長期化(持続感染）

した場合、がんの前段階に進行

する可能性があります。

1～3年後に検診受検
6～12か月後に

細胞診再検査
すぐに精密検査


